
 
２００３年度世界法学会研究大会 

    

日 時 ２００３年５月１０日（土） 午前１０時～午後６時 

場 所 慶應義塾大学 三田キャンパス北館ホール 

    〒１０８－８３４５ 東京都港区三田２－１５－４５ 

受 付 午前９時３０分から 

  
大 会 プ ロ グ ラ ム 

   

 

統一テーマ「２１世紀における国際連合の可能性」 

午前の部 （１０時－１２時） 

 特別講演（１０時－１０時４０分） 

 「２１世紀の国連を考える」       大阪学院大学教授 香西  茂 

 

 研究報告（１０時５０分－１２時） 

                    座長 中央大学教授 横田 洋三 

 報告１「グローバル化の進む世界と国連」 東京情報大学教授 大泉 敬子  

昼 食（１２時－午後２時） 

役員会（１２時－午後２時）北館４階会議室 

 

午後の部（２時－５時１５分） 

                 座長 国際基督教大学教授 最上 敏樹 

 報告２「国連による紛争処理システムの構造と課題」  東北大学教授 植木 俊哉 

 

 報告３「紛争処理と平和維持に関わる安保理の動向―憲章第七章下における文民保護のための軍事介入―」   

                   愛媛大学助教授 楢林 建司 

 

                      座長 神戸大学教授 中村  道 

 報告４「国連と『国際立法』―国際立法の虚実―」   東京大学教授 小寺  彰 

  

会員総会 （５時１５分－５時４５分） 

 


